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以 ジ Jレ ノ タ Jレ 一 十社四 形 九 質

プ ::- 司王 厚 Jレ ヲ 依 二等類採 十 園

第
〆’‘、

~~ Jレ 隣 サ 匡 以 9 ノ 一 掘 ....J- 一，、 一
床 匝 接 a，、 域 プ Jl 十 朕 分社 4品~ 高
賦域 直 戸吊皿． 一司 目 之 四 況 プ ノ 平 ft 
存 並 域 ーー ジ 撃 ヲ 第 一 リ 獄 方 一

内 プ 十 依 況 米
） 

ノ ーー ペ工 地 一

版 鎖 ノ 輪 第 Jレ 質
、

五り 口 ア 万三

態床 開 ニ ー 鍛 及 第其 柄1 9 ス

不 ノ 係之 第 床 f也 二 賓 ~； 而 カ

安 存上 ヲ ..L ノ :ff:~ 十 在 ヲ シ’ 如F、

！ 定 在 地見第 Jf.i 一 鍍 参 プ ク

｜ ナ ヲ 質積 九 サ 日召 ；~詞r~ 王主二主L主 酌 鍍 今

j¥ 

日 ~？同；＼
、

一 量Jレ も寄 リ t由 ジ 一 ヲ ジ 回

ノ 撃遺 ::- 十 質鉱 ー「 事告 使 計 調

民 ス 並 リ 一、 t1Yi 床 一 ン '.ht A『． 算 査

ア Jレ 一一 箆 造ノ 1f'，，コr 上 一 ノ
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｜ ァ 匝六ノニ強区ニ二ナ類ノヲシ

｜花域十厚ジア域於十 Jレ 九以ア

i筒 四サア P ヶ 一議 J、直ア共

｜岩ニ高 卒共瓦 A Jレノ左地域之ニ
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露テ千六下関北況直ク構ニ認域

出 J、噸米方ニ方ヲ域従道麗定内

セ地 ア以ニ在ー詳之ッ 叉 ス セ ニ

Jレ質 P 上連 Jレ五連ニア J 、 P 於

モ構 ア績 A 基ス属全口 語ァ
｜ ノ 遺 Jレセユ米 レ ス然硝！ 二 J、

｜ ア ノ カル於ノノ、 鱗等 第暦

I 9 閲 如 モ ア地左 量ニ 厚
！地係 ジノハニノ 計ョ 語計

｜下 ョ 威、露於女日 算リ 四算

ニ 9 7 虫目白アシ ノ鍛 ui ノ

於鉱 厚シセ目 資床 十資

ア床 サ之ノレ撃 料ノ ュ 料

本ノ 六エ部セ ヲ賦 mニ

岩 賦 米依分ノレ 欠存 十乏

隆存 トテ ノ 鍛 ケヲ 六ジ、
｜起ス シ推厚床 Jレ推 第ク

｜ ジノレ アスサノ 直視lj 十隣

アコ鉱 Jレ O 厚 域 ス 八 接

鏑ト 量ニ五サ ニノレ ~庖
床疑 ヲ本米六 シコ 十域

ヲナ 計~ B 米 アト九 ト
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1陣［毛 ス 内 於 C 五得 二 関
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( 6）花（ 5）百 J住 オぇ 探 j主（ 4） ア 其（3）ス 虞

♂f局ぺ三3 儲 f多－目"" 
__L... ス 医 f屈 li 持苛＇！；.ず 厚 東 第 Fレ アノ、

』 L・ ！百,,, 五 -r ノレ お日 挫 ジ 四 サ 宇 一 ノレ／、 一
直 ノ 区 四 ア 之 冨 一 部 匝 ヲ一一
域 隆 域 革 厚 於 リ ヨ む立 米 域 百 D 

超 噸 サ ケ ソ ノ 於 -'-- アJ，、

E セ ア 五ノレ t沿 地 鍍 プ ±-th -r- ｛毘

一 Jレ 於 リ 米 5底 北 質 床 ノ、 質 一 リ一
於 慮 プ 内 床 方 十蒜 存 イヒ 構 高

プ 一一 ノ、 タト ノ zごu!±. 在 向 江ご己民 gi;j 雪量

鍍 ジ ill! ナ 厚 延 一 セ 正；V三" ヨ →♂  r 応
床 プ 下 yレ ーサ ー昆 ｛衣 yレ 隆 リ 時員 ノ

ノ 収量·~ J、、 J 、 ぺ二 ヲ 司王 起 t往 ア 厚

厚 尿 鍍 シ t現 Jレ 推 ノ セ ス ') サ
、

サ ノ 尿 依 ナ 毛 コζ ノレ JI〆 ヲ

七 賦 ノ プ ブ ノ Jレ ミJ ヲ 第

米 存 埋 平 サ 、 一 プ 以 本 一
弱 確 撮 均 yレ 主日 蒲 鏡 プ 匝 直

ア 賓 セ 厚 ごε ジ ／ 
F主・'i主~ 鎮 域 域

〆’ー、

リ ナ フ サ う，、mア- 」L 口 ヲ 床 ノ
、

主主 ブ L〆 五 ヲ B 南 ノ 方合

成 サ タ 米 1¥f c 方 算 存目 結 ケ

層 Jレ JI〆 一 断 三ζ 在 暦 Fレ

ノ ヲ ごε シ 於 面 在 Jレ 疑 ］マ ご己
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） 、
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観 ヲ キ 賦 層 噸 プ 在 シ 。
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、
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一 完1-l王, 成 冨 下 F 。}v 本 F Jζ Jレ 尚 方合

平 ノ 層 域 プ 並 一 一 匡 一 )1ン 鎮 岩 T 

均 露 / 内 サ ーー 於 入 域 於 一 尿 隆 ノ、
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....L. 
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量 以 其 プ 王主邑ヨ． ケ 分 ア 平 米 噸 米 ノ 米

ヲ プ 層 鍍 ヲ Jレ ノ リ 均以 ア 厚 ヲ
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幾 フ

メ． 一 米 賦 ス ノ 八 十 リ ス 分 サ

Jレ 鎮ー 乃 存 Jレ 蹴 米 一 之 Jレ 手f- ノレ一
床 至 セ 一 態 ~~ 米 ヲ ヲ 薄 ご2

百 ノ ←L ノレ 一 ーー ア ヲ 成 安／、 一
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一十 断 十 -r -1!; プ ア ノ ナ Jレ 貫

七 セ Fレ 明 一 考 向 サ 朕 リ ，、、 ナ

高 フ J、、 ナ 高 フ 下 }l〆 態 キ ノレ

一一 ノレ キ ソ 日頓 Jレ 底 ，、、 並 玉え 疑 1J 

千 、 モ 第 ア 一 一 ク 一 〆、、 ア 女日

日頓 虞 匡 一 ヲ 鏡 ；主 之 f也 三／ キ
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シ ま止 一 計 成 ノ ナ :{{ 寸‘
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；互 匝 鍍 ヨ プ IJ~ ス 9 ノ 直 有： Jl ノレ 域

域 畳 ヲ 其 域ー Jv 電s; 耳元 域 ヲ !Lt す3
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療 下 H 百 ノ ヨ D デi£, 和党 キ
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，、

ノレ 於 算 ス 雨 一 七 寸ニS；.二ー リ 一 シ 弓と 空b司手r~

主也 プ Jレ 部 方士 部 1観 於 難 於 土 七ヲ、

｜質 ノ、 ノレ 一一 J、 ア /.Ui ぜ長 プ ミ／ / 地 第
ヲ ;m － ー 全 ft 鋭i四 ナ コζ 事I~（ J 、 高 八
精 路 五 民〔 鈍t 床 千 レ Jレ 床 地 燥 昆

！査 一 予T ノ ノ 時長 ノレ ノ 1~ － ー ti~ 
ス 採 ~l えC 2詩厚 ア 的． 骨量 i豆 V' 

Fレ 抑a 内 メ サ リ 反主 局乙サ 古 / 方そ
ま止 四 外 之 吉丸 ア ノ 四 λf: 丹j ケ

此 ア {J!; ア ヲ 寸ー Jレ i主 米 府 水 JI.-

区 噸 Jレ 検 分ミ ，、、 積 4民 jf;: ノ 成

域 プ ア τ二E ス ア シ 眠 ア 一 f更 尉
一 RBi リ Jレ り 依 手｛ リ 手在 ヲ ノ

方そ 床 磁： τ2 I プ Jζ ア 前 欠 月犬
， マ ノ ff ｛｜！」 ノレ 直 ￥~· ク 況
，，、 賦 ナ ヲ 方f リ ＝コ チ ノ ヲ

古 ;ff. ノレ 主？ プ ヨ リ

生 ーヒ ブJ サ ¥1キ， 平 疑 1E i巴 ソ tft 
｜暦 ノレ 主n リ f I ；灼 ナ セ 未 ブ、

表ー 二Z -v ミ／ -e キ ：正，＇＇・、 ノレ タ ノレ、
面 ｛衣 ニE ノレ サ ニξ ヲ モ 採 一
ノ 疑 プ 附 部 -- 自イ白，ヒ，． 千！土． ノ 掘 本
,u;; ナ 弓i 近 分 ォ： ！品 i宣 ア ヲ 区

キ tり 一 ノ、 -x.・ セ )!.- 試 域
=r: 於 )_tι シ ノ リ 、、、 内

サ ケ サ ブ 隆 ，一ζ．， ヨ タ 一
ク 域 )l〆 約 鉱 起 ヲ , Jレ 電I~



， 
(17）区 起 獄（16）算 厚（15）テ 依

〆’ー、

ノ（14）三銭
， 

第 域 セ 態 第 ス サ 第 鏡 テ 統 第 米 床
十 内 Jt.’ 一一 一十 )I〆 J、 -i- 量 本 況 十 ト 賦

七 ：詩 ..L・ 第 五 ヲ 区 四 荏ヨ ノ、 一一 ..＞、 ミ／

匝 於 メ リ 直 四 十 直 計 域 之 E孟 プ ノ

j或 ケ 鍍 号.，$. 域 百 四 域 算 内 ヲ 域 鍍 扶
yν 床 事長 -i- 匝 コζ 鍍 全日 J盟主主 態

匡 "E: ノ 尿 匡 ....L・ 域 M Jレ 床 Jレ ユI ヲ 安／、

i頃 ノ l軍 ノ 域 高 一 及 一 ノ τョ 一 言十 λ炉 Lヒ， 

内 、 サ 本 内 噸 方空 N 百 平ト 方そ 資． ナ

宇 士4同．「ヒ 匿 一一 ア ケ 一 一 均 でF＝署 プ 1、 フ一
A坊r＞主" 薄 域 強 リ JI〆 於 十 厚 得 検 Pレ ス

、

床 ミ／ 内 床 司王 ケ 高 サ サ 寸工 一 依
ノ ノ ナ 一 ノ ノ Jレ 噸 五 ノレ Pレ 百 プ

露 計 v i直 露 成 ア 米 "E: 鍍 五． 犠

頭 算 1レ 亙． 頭 同 層 ヲ 以 上床 ,Ct', 床

ヲ ス 疑 セ テ y ノ 上 部 ノ '-- ノF、

目 Jレ ア Iレ シ ク 脱 ナ J、 l享 千 卒

撃 一 ワ :::r ー《テ『， 五 態 ノレ 第 サ 日頓 I勾
セ 強 依 ヲ 米 一 士コE 十 四 ーι，？ 厚

サ 量 プ ヲ 第 日． ｛衣 五 米 リ サ
ノレ 百 （毘 唯 十 上 リ 疑 匿 ア ヲ

弓ごと 一 9 ス 五 ナ 本 ヲ i嘆 リ 偲

！延 -i- 一 2レ 匹 Jレ 国 ~ N プ リ

々 四 鍛 ＝ョ 註文 :::r 域 v 向
l盟・ぃ主 尿 内 内 三ζ 露 主： 第

3鹿 噸 ノ ヲ 一 ヲ 一 今 v 上 十

石 ア 平 得 五そ 全日 於 卒 二位 下 一一 ' 
ノ リ 土今 Jレ ケ Jレ ケ 長！ 厚 一 阻、

散 厚 司王 Jレ 依 Jレ 厚 サ 連 域

布 サ 』f与もヒ, 扱 プ 鑓 サ 一 穣 ノ

セ ヲ 同 尿 鍍 床 五 米 セ 約
Jレ h叫三＇~ ンgN 日武 Ji ノ 米 3最 リ 一、

司王 ノ イ子 ヲ 卒 ア 下

ノ 五 I怪 ノ 均 ミ／ リ
、



薄 サ （19）計 ::r まま (18) 算 之 鍍 匡 官 ア

疑 Jレ 第 算 一 δ広高合ヱー Fζ ヲ ミ／ 域 時 リ

ナ ナ c. 十 ;7. 疑 採十 ノレ E 3< 内 選 土
L〆 ジ 1'-H JL Jレ ナ 捉a 八 一 :F ノレ 一 鍍 人、
Jレ 而 -r- 区 一 ジ ヲ 直 jし 及 司王 告らi用 ノ、

シ 一 域 鍍 依 試一 域 百 J¥I ノ 床 水 l=l 

ア プ 区 主品ヨ主． プ 、、、 ....L・ N ナ ノ ヲ 一，、

ヲ 南 金主 匝 四 四 シ 巨 寸4 ヨ キ 賦 主耳 依、
メ1言、 音E 域 百 証 司王 域 入 ヲ J、 存 キ v 

琵 於 内 /¥ ノ 内 高 推 ニI二 -t 3< J、

ケ 一 十 於 ナ 一 E頓 ス 地 ノレ Jレ 数
プ Jレ 司と 高 ケ ミ／ ~.tli ア Jレ 高 Zコ 7]< 十一

直 J、 成 亦 日頓 Jレ 床 リ ！燥 ；註 年

域 t也 層 ~：司E" ア 鍍 !i¥lf: ノ 弓i 明 ノ 前

盤 ノ 十 9 床 司王 ir各， 均 v ナ 法i 本

於 月犬 八 目武 之 lITI 五 プ リ td: 匝，－、
ケ 花 況 匝 手f ヲ ヲ 米 選 A JJl 域
ノレ 向 ヨ 域 ノ t也 目 以 自i{ll B 右一 内

釦i£;. リ MR 質 撃 上 月j c セ 北

床 ノ 1f€ !Pi 態 f再 セ 7 水 断 り 音E
賦 院 フ、 シ 一 1ご3tie. ヲ、 ノレ ヲ 面 之 一
存 it1; Jレ ク 依 一 且 ::r 主再 闘 ヲ 於
ノ ベこ ーー 鉱 9 依 本 キ 表 t也 プ

AA ノレ 匹 床 動~l 9 戸匝 確 要佐 日召 質 採

態 駐日 床 指； 域 宜
、J、

十古 据』ゴ｝三 ノ キ 蓋
並 ノ 内 i落 ノ ;7.. J、 ナ ミ／ 1在旦I:. ミ／

一 ア 一 iUJ 平 ノレ 7]< 9 国 匝 上 タ

本 ノレ 智員 及 均 一 矛日 フ 域 ヨ ノレ

域 ヲ 床 採 厚 鉱 悪 ス ン 内 リ ご巴 四，

内 j;J ノ 掘 サ 床 シ f長 鉱 南 観 ノ

ノ プ 賦祉 五 ノ キ プ 床 昔日 察 プ

地 居 存 ヲ えと 存 2毒 錦 ノ 一 ;7.. リ

質 セ 目 在： メ －主E旦ヨ‘ 即ー 於 ノレ

t品 ノ Jレ 撃 ジ セ 古 ヲ サ プ 司王 ヱ三
1ミ益旦二 手i三 ::r セ プ ノレ 来 ..；・、 採 本 ヒ
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ノレ 柱 ミ／ プ 磁

リ Jレ リ 稜 ごE 航 プ F目・ ~~ 一 底 四

多 モ 短 角 ノ ヲ 手軍ー 京日 沈 ヨ

角 ノ 柱 ヲ J、 ナ 々 雨 光 L リ

Jf~ J、 見犬 有 八 ヌ． ノ 津 百集 直
ノ 以 ノ 3え llii ごE 多 ヲ ヲ ナ 立
llii 上 司王 Jレ 穂， ノ 角 具 有 リ ミノ

J、 ノ ノ ヰと 一 及 形 備 フ、 其



ナ イ Ii 叉 －仁,1. ノ 宕 ノ ナ 一 互 土 主主

リ グ 石 一 石 ＝ョ ノ 微 ノレ ~~·モ 層 質 ノ 石一
ン ヲ 一 ノ ト 不 粒 織 内 ヨ 物 互 ヲ一
溶 盤 ノ Jf~ ア tJt 質 維 外 リ ヨ 層 切

液 酸 核 不 則 物 蹴 淡 成 リ ヨ 宇

一 石 規 旦 ナ ヲ 方渇 yレ 成 リ ス

プ 浸 ヲ 則 石 ノレ 交 解 色 外 Jレ 成 L〆
、

試 セ 有 ナ ノ 伸長 ，、、 石 ノ 殻 之 ノ、
、

験 J、 ヌ、 レ 形 片 各 ヨ 暦 J、 ヲ 共 外

セ 起 Jレ ト 蹴 ナ 繊 リ. ；、 大 薄 心 殻

シ 沸 ra. モ J、 ノレ 維 成 l限 ナ 片 t~ 
モ シ 石 外 核 ＝ョ ノ、 リ シ ノレ 辺と’k三 中

反 プ )°& 石 i炎 プ SJ. 十 ヲ •L• 
臆 大 量産 ノ ノ 多 •L• 禍 夫 石 ミ／ 呈 核

ナ 青E 弓壬 [tjl 形 ク 核 色 ヨ 検 シ

シ分
、

部タト サ 服 ー日． 一 於 鏡 中 ヨ

1日i三、 溶 殻 増 、y 調 J、 .:i= プ ス •L• リ

解 ノ 力日 ヨ 一 ミ〆 不 5央 ノ、 2レ 核 成

由 争〆 llE フ、 リ ｛回 ＊品 透 シ 厚 一 ノ、 Jレ

プ キ五 大 Jレ プ ナ 射 明 白 サ 共 堅 ヲ

観 石 コえ 一一 鍵 Jレ ；民 一 色 一 'L' 1iJI! 知一一・
Jレ ノ Jレ 従 fと ::r 一 ミ／ 音E 平色 f持 ナ ノレ

一 、、ー、 一 ヒ シ 俳 プ ；、 内 コとム＇＇！ Jレ ，、、
、

E王 ヲ 従 、Xi 車産 多 列織 主任 外 ヲ Z叫玉, ミ／

石 残 ピ 石 石 ケ ブ、 維 色 ナ 片 (>'} I 
J、 留 悶 J、 ノ v 中 状 活 ミ／ 3ζ !ix 殻

方 .A ク 子欠 ff~ ’L、 二lj 明 プ 白 ノ、 ノ、

解 叉 終 第 弓ミ ごを 1安 角事 一 白 色 本H 白

五 石 外 一 一 規 'Jj¥ ヲ 石 ジ 色 音E 皇室 色

一 殻 球 球 則 一 ナ ヨ プ ノ 及 ナ 昔日一
属 ノ 』B.fl.坦． 時 ナ ｛悶 ス リ 殆 暦 i炎 JI〆

.A 粉 ノレ EX 岩 j此 ン ノ 千品 赤 i炎
Jレ 末 成 近 :cc ノ、 片 リ 厚 色 褐 禍
ごを ヲ ノレ 、y ノ 一

ノ、 禍 車電 サ 部 色 色
--, 

キ 色ノ ーマ J、 ｛同 砧 梓 J、 ノ キ占、



． 
ヲ Jレ 互 ノ フ 廻 成 リ 3菱 石 成

呈 ，、、 一 月先 レ 車専 長 プ 一一 2疋
三ζ ジ 程J態 サ セ m~ 結 ヨ 完H王, 因、
JI〆 旦 動 一 Jレ ミ／ 大 品 ') 中

一 石 ジ 終 ，、、 =r シ ミ／ プ ヲ

至 カ プ カ 柊 ま台 苦え f屑
9 多 摩 清 フ ヲ 一 メ 酸 環

ジ 角 減 i:濁 ス 不旦 先 石 ス

司王 Jf:~ 三／ ノ 而 ジ 石 ツ 灰 ノレ

ノ ヲ タ 、建 さ／ 之 吸 ノ 水

ナ 呈 ノレ fと プ ブJ 成 著 濃 J、

ノレ ミ／ － ー
ア 旦 1喜 ノレ 作度 2足、

用，、、 稀 因 リ 石 メ 旦 増 酸

ミJ 一 Jレ モ／ 1J 石 カ日 石

八 ナ 白 J、 7] ヨ コ主 灰

面 Jレ 因 色 瀦共 9 戸、 ヲ

踏． ，、、 yレ 溜 心 プ ジ ~ 、

ヲ ク ご己｝ 及 水 構 水 然 有

ナ 凹 ノ 1炎 ノ、 ~~己,__ 中 Jレ ス

メ． 面 ナ 褐 流 ヲ 吉Pノ1{

J、 カ Jレ 色 水 呈 ア キ 水

地常 J、、 昔日 湧 ヌ． Jレ ~、 カ

底 一 ミ／ ノ 水 J！〆 岩 溶 或

ヲ t骨 表互 滴 ノ、 片 質 Jレ

廻 1J 面 屠 オt 其 告： タ 場
轄 ナ 一 ヨ 等 成 ノ ノレ 所

4こ JI〆 凹 リ ノ 長 表 炭 一
Jv J、 部 成 鶏 面 酸 瀦

中 其 ア Jレ メ 際 一 石 溜． 
摩 附灰一 1レ J、 主／ コぇ

程J擦 ノ、 其 常 夫 若 J、 1レ

動 ノ 其 生 一 々 シ 水

ジ 結 成 成 動 除 衣 中 キ

p~ 果 長 中 J宰 々 第 一 J、

茸3 ナ 中 * セ 一 ア 芸主

一一六
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?i 官．ι‘ l隔英石l 縫緩 Z笠＂~ 母
}j- ~初f{ 質 質 母 片 日 ノ 、

：？~－ 石 片手占 片 疋＇＇－：－

管ミE五E片 朕 :fli £:-
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（一） 砂雲 足
骨コJ 岩母 ア 至 在岩大足

助母 及 片 yレ難 シ類正 助

片 桂岩 ，、、 ノ 其 一，、 -r- 園
国

岩 一志良 J・、 ジ業 分濁年幅

石 コ竺F五Z 石ー争＋－ タ 布 足 ノ 4届
.；，、 片母 ミJ ヲ ノ 足助 雲

不自 よーよI二毛争 岩片 夫故直 助 圃 母 ノ

粗 母 一 岩 L〆 一 域 園 幅片
雪二Z耳子: 

粒 分及 本誌贋幅調岩

ーー ツ 石 岩 ーー ク 一 査 J、 母
ミ／

石.i. 
::1 英 類本到 分 一 従

片プ n- 成圃底布際来

黒 ヲ J’~え3' 因幅本 7, シ 傾 疋t-1.王.. 
白 1尋 ノ 園 yレ 本 家、

解於 l幅 岩片 一ノ ，、、 3仁~・ ノ 一

縞 シ 母 決ケ 一 、、、 mn u託 就
帯 ーー ノレ 方合 ナ ノ t石...... 農
ヲ ~－ 資調 ケ フ 成 及 商 プ

有 J、 ス 査 Fレ ス 因 片 務
乙／ 延 ノレ ノ 調｜緯等岩 技
片 ::1 結査接 師
理． τ骨z三芯子 果 ノ 圃閥 シ〆

ノ 母 ヲ 一 、、、 l幅 三／ プ 石
議 片 得基 ヲ ノ、 之記

達 ・!lョ' J、 キ 以 フE カ i民
ス 建 幸所 ア ヨ 解 F セ 井

ニ七

ノレ 質 甚見之 決 フ

司王 キ占 ヲ ヲ 本 (,/ 

ノ キ反 述解邦 力 タ 清
疋はヨz「 フ 決 ノ メ ノレ

-m. 漣 Jレ ぺニ 各 タ 弓三

黒 L百JI ト ユ〆 t也 ノレ ノ 彦－

色 ::1 ::1 一 司王 ナ

品目 月犬 ロ 散本 リ、



見犬 箪 査 曹 石 曹 常 石 7趣 4旦1!. ノ 岳 粒

花 開部 長 墨 賞： 長 英 ブ 石 S『i~ 日． 一
尚 ＿.・、 石 ナ ノI-l、石 ミ／ J、 ス J、 戸 北 ミ／、
コ，fl- 鱗普 ノ /l〆 ヌ、 一 理主 秤i チ 石 山 及 プ

一一 朕 逼 ヰ,J弔- ，、、 Iレ 属 白 稜ー ツ 英 f畠 御 各

lli ノ ミ／ 包 ジ 二E シ ノ 角 ク 制 一 内 成、＿，
f安 徴黒 表 ヲ ノ 石 続 ヲ

」

構 長 殺 撤去ト

ヌ． 日四目 白 物包 英 帯 有 4ご~.r.ユ 石 走ー 連鎖

ノレ 一 ノ ヲ 裏 及 ア コζ ヲ 黒 ジ 以 物

箇 ミ／ 帯主 闇 ;7. 散 比 ノレ /l〆 呈 三ι；二手ζ n・ 南 J、
、

1長 ア 帯 、、喝 該 在 ミ／ モ 粒 ス 母 航 一 コf~
＿.・、

怠二n辛 ア 其 包 ス 有j ノ 身丈 白 手と 於 士見

再 開 ）！〆 周 褒 ノレ 大 一 ノ '.11＇主・ 間 プ 貝リ

来占 面 弓三 園 物 .of: ナ 於｛故 母 ~：· 一
日同目 ノ ノ ヨ J、 ノ Fレ プ 日同II 石1±£ ヨ 杉b i昆
ノ 方 一 ll ゴ主 本立 J、 一 銭 リ 見犬 交

盛 向 五そ 結 集 ア 見犬 数 ミ／ 釦ift'j ヲ ミ／

一 一 プ 日日目 合 リ 乃 多 プ 包石 3玄 ナ プ

長 J、
ノ セ rtJ.i 至 ノ 塁E lliil 三／ 続

ク 密 号菱 Jレ 長 露目 ｛殻 l佼 ヨ ノ 片－ 帯
並 一 珪＝ 芳5 石 長 日日日 、泡 リ f也 献 ヲ

Jレ 芽リ 集 -t 'rミ且白... J、 キ 集 或 成 花 有
結 ジ 之μ、

一 主t 塊 合 ＿.・、 リ 在 出 セミ／

果 以 シ’
結 啓． 中 紋 シ 黒 稀 リ 岩 サ

成 プ プ
果 長 iL' ヲ プ τz正

yレ一丹、 片
ナ 石 一 呈 母 キ石 近モ

鍍 理桃

井氏
Jレ ノ 1ザt 三／ 相b ノ 』自 接 ノ

ヰタ ヲ 、

構 叉
，、、 外 ；伏 石 用tf放 石 ジ

J、

白 成 ..＞、 ジ 劃 ノ 英 ヲ fl『ti ヲ 後 ア、

由 ~ 黒 一 lf8' ナ ヲ f二、I 者 リフ、

此 紋 τ手g; 並 身〔 主t コに 包 手｛ ノ、 高b

移 ノ ヲ 母 :fl' 物 一 ~＋裳 シ〆 西 者
「

事h 女日 ナ
J、 ス 恐 長 ブ、 v ) JI J、

A 

シ ク ;7. ~玉, 是 フ がb 石 ノレ ヒ． 以 筈

化 片 各 石 レ ク 肢 J、 ヲ 南 ケ
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銭 磁 合 比 石 ク ヲ プ 鱗 ミJ 黒 地 ヲ ~王, 

鉱ー 銭 有 ジ 英 唯 有 蓬 見犬 ク エ仁~ 域 F白!>.. 石

鎖 ;:;<. 迄 屈 三え 一 黒 砂 母 有 J、

ア .；＞、 白 一 ナ 折 Jレ 多 雲 質 ノ、 在 ミ／ 石

フ 其 三雪工去三 多 セ ~号Fできユ 司王 』主モF主－ 母 ~－ ノレ
、

其 英
ス 外 母 亙E主王宰 リ ノ 共 ノ う『 石 ごE 他 奈・I・

「

シ 事j d，、 ナ 雨
ノ、、部 一 三／ 並 リ ノ ノ 雨 長、

プ 多 黒 リ 者 Jレ 甚 プ fi 半分 各 ノ、 'i,1% 石
JM. ク 空-lt 雨 ヰfl サ タ 岩 1犬 蕗 和： 母 界ミ

u J、 母 者 接 よ、
」

｛故 石 fjf: ノ 柱 花 ill
亦 不 .；＞、 コζ ヨ 粒 J、列 陪 方合 石 同 母

銭 規 略小 Jレ 9 ｝ 著 ヌ、 黒 プ 及 岩ー 白

鍍則 問 液 時 司王 三／ シ ノレ 物 主t 一 一 三告＂~ミF' 

ナ 大 抱 －＇・、 {Ji プ ク 結 合粍 接 母、

務 Jレ ノ ヲ 勿 キ 2畠 砂果共 有 内 ス 草分
ミ／ ヰ壬 鱗 包 論 弓三 一 質 片 主正ヨ記. 外 Jレ 服

得稀 献 衰 前 ノ i頭 ヲ 蹴 最 ヲ ノ ［）付 ノ

，、、 ーー ヲ ヌ． 者 J 、 1殻 呈 桔： 司三 思． ."£1- 近 店員1

ジ
__L.. 

ナ yレ ノ 之 鏡 三え 足、＂］： 多 一 色 gn 黒ノ、

柘 角 る／ ＝ョ 屈 ヲ 下 是 ヲ よ主二L主 ジ 斑 チ 4お
棺形 ι 其 折長 等呈 ナ

少、
思＇i 澄磁

石 ヲ 1J~ 少 牽 石 於 ノ、
ヌ‘ Jレ ナ ヲ JII 5聾

電 刀三 列 ナ イE 曹 プ 共 石 段差 キ 戸c~、 7Jに 鍛

気 ス J、 キ ク 長 司王 英 ..＞、 底 有 源． ヨ

石 司王 黒 司E 主主 石、、..／ 宜： 車立 及 石ι，， ノ、 メ． 地 リ

J、 ノ ':1コ~ 粉 結 ト 鑑 朕長 石 克＇－＇玉, 域 成

其 ア 母 獄 果 ナ 定 ニ石 ，，、 石 及 9 

存 リ ノ J、 三／ 一 ジ キ寺 ~： 1呆 :t仁 梓1、

在 プ 比 暗石 夫 ij¥J; d’， ... 一 シ 黒 西

柄i 後 シ’ 黒 英 以 ，、、 石 石 ク 色 方柘
メ 者 不 物 ノ タト サ 英 英 県 ヲ t沼
プ －＇・、 規 ヲ 主主ヨ邑. ノ Jレ －＇・、 ノ、 色 呈 j主 石

稲作） 績
、

稀 或 則 多 長 司王 モ シ 屯

一一 J、 ナ 量 石 ノ ノ 稜 ー ナ ア 三え 気

シ 磁 ヲ 一 一 ヲ 多 角 方そ リ 若 Jレ 石、 、
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周

閏

ハ

白

雲

母

或

ハ

絹

雲

母

ニ

務

化

シ

、

中

心

ニ

紅

色

ヲ

約

ηT

ス

ル

新

鮮

部

獲

習

で

薄

片

ニ

於

－

プ

鮮

カ

ナ

ル

紅

色

ヲ

，、
ノJ

円
壬
ス

モ

ノ

ト

無

色

ノ

モ

ノ
ト
ア
リ
、
紅
柱
石
川
粘
板
岩

Jレ

·~ 

～ 

質

ノ
ミ
好
在
シ
、
第
二
園
ニ
一
不
ス
ヵ
如
ク
片
目
ヲ
横

断

ス
ル

モ

ノ

多

ジ

、

黒

色

ノ

斑

知

山

大

サ

普

通

一

粍

内

外

＇！！~ 中4

一
シ
ア
、
ル
ナ

ノ

J、

二

粍

内

ハ
コ
・
五
粍
、
大
ナ
ル

司云

モ

ノレ

ノ

大

外
ニ
建
シ
、
球
航
、
楕
回
航
或
山
扇
杭
朕
ヲ
ナ

ス
、
該
斑
貼
山

極

メ

ア

微

細

ナ
ル

鱗

朕

黒

雲

母

ノ

不

規

則

ニ

集

会

セ

ル

モ
ノ
ナ
リ
、
鎚
質
粘
板
岩
月
之
ヲ
雲
母
片
山
石
ニ
比
ス
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漣 シ 2レ 石 チ 成 Ji- 片 主（三） 分 ク 母 若、 、． 、
｛ヒ :ii凡L、 弓G 英 ク ノ't 石 1三, 一時 漣 鍍 市i ノ 三／

フ、 ブ ノ －＞、
f詩 2成 ノ、 中 少 質 ヰお 司王 主t邑主 ク、

.·~ ク 粒 ユぜ旦r. 物 石 一 ;ht 片 ノ キ占 少 京国
二＇1ー去マ 手li ア 肢 ヲ J、 英 t爽 一 *R i昆 J長 ナ 本立
母 口「凶』 リ ヲ 呈． 其 制 在 シ’ 砂入 二g百y『． ク 且
，，、 ノ プ ナ ス 排 長 宇／ プ 克日三, -t ト 反 ツ

｛憐 破 J、 ミ／ 算リ 石 後 灰 ジ 夫 プ 柔

月足 府 極 ノ im 者 色 J、 ~3J. 粉 1攻
ヲ ナ 桃 メ 方 コ'fミ？‘ 

J、 ヲ 黒 ナ 挟 H夫
j' 壬 ノレ 収 プ 向 母 縫 主 dτj芯－ ク 在 ノ ミ／

ミ／ ，、、 倣 一 白 質 ジ 母 ／主t、 -t 日昔 ア

fl!! ク f;IS 意団 般 ’~ ・ キ占 Jt 多 JI〆 ,!'ff 月A

ミ〆 来 （」、ザ崎 ーー 母 4反 タト 量 未 砂 4お rn 
テ 片 シ 1レ 不 及 .... 

1四 タ £, J’ 一-;,{f 

~l主 i箆 プ 司E 規 .{il 中 イヒ シ
控，． ・t士も宮・ 乏

行 日 片 ノ 貝リ 志良日目 一 i品 プ 質 ノ、 、、、 シ

ー 主長 玉虫 ヨ 石 J央 質 Er. セ 共 石 ク

英
、

排 ；主 一 リ シ ヨ 在
b’ t ・・~、l サ 一 ：］ミζ 

友リ ジ 並大 プ 9 シ コ6J.<r 色 ノレ す妾 中 母

3会
、

成
、

7- ,fl' ナ
ごE ！学 ヲ 性 師範 － ー ~；. I Jレ J拝 フ、 ノレ -lf リ サ 匝 呈 質 面

柘数司壬 ミ／ ノレ J、
イ l}IJ 三／ ヲ 明 iイ克、

ノ －~ モ 一 ぜ＇ j沼 米 三／ 保 ヲ3 f白 見
ノレ ノ 粍 ク 石 一 要ft 放 存 ｝ ノ ノレ

E 、r 
内

」

及 包モ ア イ毒 過 キ 構 フ、 Ma ガ

石 ノ リ 外 五、－己:'.l，二 風 キ 司王 z在εh! Zリ 褒 立日
子を ＿，、 草寺 一 乃 f言 フ、 ノ ヲ 宇／ べ＝ キ

if~ 大 長 達 至 子 ア 有 得 フ 曹
{1五

・一、
鎖石 ミJ グ リ ス フ Jレ 長

立H色 分 J、 片 フ ヲ 前 ノレ v 、 石
逼 来月 粒 盟！ ノ メ白'- 者 弓と 雨 三己、画 ナ

三J 'iJ芯? 1犬 議 フで 有 J、 ノ 者 ノ ク

プ 母 ヲ 達 フ 7- Cτ11 ・ 及 ノ
、

少 黒
不 一 呈 ーヒ 3ζ 各 母 早ー 成 ナ Z引Zコ言ζ－ 



． 

ノ Jレ 黒 相b ノ 等 岩 方 シ（四 ） ノ 列 中

斑 ＝τ』ニ ヨコL'~牟~ 見犬 ノ、 ノ 石 長柿： ナ ジ 一、

：~~‘ I ノ 母 ノ 片 宮、 J、 露 自サ 線 シ J;), 取

ヲ ア J、 理 々 一 石 出 一石 ア 在 散

ナ リ 杢 ！出 並 英 ジ 粍 片 一色〆 在

ミ〆 1~’IJ ク ノ、 ナ 衣リ 糾 雨 内 ;;s日，f 粍 後 ス

新二 白 田容 リ シ 長 早_ff; タト 乃 者 ノレ ， 、、
鮮 者 ι-1手o;; 格 不 日． 石 母 ！豆 ，，，、 至 ＿，、 司王 ' 、
ナ .＞、 母 曲 規 プ ~~－ 花 サ ~ιI芯－． 一 白 ノ一
)I〆 互 一 面 見リ フじ 1仁rて・ i品 。母 キC 二4ニζ

モ 一 種主 一 来 母 11三一s 五 片 ノ 母 ア

ノ 深 化 i告 i昆 ノ 臼 ・ュ 粍 岩 斑 中 リ

d，、 キ 三／ ヒ 交 ,,. F二~二？ξ 近 内 烈i 厄t
鱗鋸 タ プ -t 理 母 t妻 外比 ヲ 包 線

蹴歯 yレ 散 ノレ ヲ ~it つ入 ノ 三J ナ 菱 石

ヲ 紋 司王 在 手目 十l背 線 日 手目 ス -t ＿，、
、

ナ ヲ ノ 争〆 事E 成 石 桜色 事H 風 フ
針肱 ｜ 、 、

ミ／ ナ 一以 ナ ぺz 及 蹴 粒 信 l/ 

プ も〆 音E，ア ノレ Jレ 磁 上＝if 一 子 ー. :§x i 

並 分
ー寸

官E 正法 京占 事長
フ

プ ，、、 石 乙／ -r J、

行交 白 リ 英 3子 ;}Jill ヲ プ ノ、 イ織

一 雑 信＝怠・ ::z 事｝ d，、 ヨ 多 著 キ立 デ 維 ！

排 シ 母 イ 長 若 リ :I込l_ ミ〆 MR ロ状 ｜

列著 一 ター 石 ミノ 成 ク ヲ ラ ヲ ｜

コζ シ 建 yレ 及 ク リ ~吉、， 字自 主． イ ナ
L.. 

鱗 有Jレ ク ィι構 黒 摺 出i シ ミ／
」

司と 轡白 手〆 z担巴r. 雲 曲 *R :A セ 結 ヲ 問iJ

ノ 曲 タ ヲ 母 ジ .1%1. 本 Jレ 品 苛5 i話

謹え 色〆 Jv 呈 J、 其 Fτ1子. ；｛』c} 黒 苛5 成 ノ、． 、
＿，、 多 司王 :A 其 特 母 ノ、 白 ヲ シ 弓ミ、
不 ク ノ 間 一 石 出 ノ 保 }j'J(_ 時』

規 .... ，、 及 ヲ 議＝ 英 来 訴i 干子 射 見。

則 局 新 充 主／ 斜 山 帯 ス 蹴
【

一 拶主 鮮 ジ キ 長 ノ ヲ ノレ － ー 石

散 扶 ナ 局 モ 石 西 有 モ 排 英



;f'J ノ 本 ー二示λミー' 司王 片 物 以 スι－、I 献 ノレ 1ιE ・ 望~~
」

ノ、 夏 掠 新t摺 自！ 密 上 ス ヲ ノ 重十 母 三人

1ノ 一 J、 主／ 曲 ナ 一 ノ )I〆 形 白 献 ヨ 2レ

笠 穫 意占 其 セ ク 主E 女日 司王 成 信τz号＝、－ 叉 司王

質 キ反 品 Jレ 黒 衣！J ク ノ ス 母 J、 毒差 ノ

分 三ノ 岩 出 音E Z寸／ず γ 本 多 磁 中 識 質 及
ノ、 プ ノ セ分 母 プ 7(-ヨI シ 銭 ーー 維 セ 石

各著 襲： ノレ ノ J、 τ雪＂＂き主
J、 鍍 包 獣 Jレ 英、

結 -y 質 時 モ 明 母 笠 J、 褒 ノ モ 長

品 ク J色 ヲ ノ 1J 片 成 ¥:・ セ 結 ノ 石

大 者i yレ 異a
J、 一 コEι官i， 分 石 フ 品 、 等

ナ 曲 襲 一 形 一 鍍 杢 l/ 一 外 ノ一
期

、 、
Jレ ヌ． 質 シ 巨 物 部 其 ジ 他 f主＝、

ノレ 幸占 Z在 ーー ーー 別 及 一 轡 ア ＊~ 鯛

共． 板 毒事 ジ 互 シ f持 普 曲 前 ヲ 面｛

ノヨ土、 ：￥－王I 石 プ ヲ 事者 7"f! 主昼 面 者 主 ーー

店 左・-ff王ー J、 町 プ ク ヨ ス 一 J、 シ 1骨、
がh 其： ジ ~有i~ 司と 品 1t: ヲ Jレ 活 石 来i-i ヒ

見犬 一 ク 並 出 日l 察 司王 ヒ 英 日日u プ一
斑 ~，、 期 実リ セ ヲ ヌ、 特 プ 中 mi 来四
『山世lトI 分 ヨτzマ三－ ノ る〆 JI〆 充 ノレ ーー 無 一 隙 キ、
ヲ ーー 母 生 他 司王 三ζ 一 扇 数 不 ヲ 服

生 破 片 成 J、 ノ 成 若 ti~ 一 規 充 朕

シ 理i ~ 「 q~ 形 ナ 3ま ー／ 朕 並 貝リ ス ヲ

無． 作 ノ ナ 大 Jレ ~Ri ク 斑 列 ーー 司と ナ

数 月j 主口 ノレ ::r 牧j 摺 型山lトI シ 散 ノ コλ

ノ i巴 キ ，、、． シ J、 曲 ノ f). 在 ア モ

五I~ リ 月－ シ プ ヲ 有J セ 周 プ 三／ リ ノ

総 成 日！ 。七 許I-布三 ま！： Jレ 闘 「 後 ,fit ア
ア 四

石 分 ヲ ノ 長 シ Jl!J 背広 及 ア 者－ 線 リ

ヲ 鍛 有 主日 石 ’石 ーー 卦 其 イ J、 石 白
目回fl 4か ス ク 黒 英 却下 占，、 問、j フ。 前 ノ、 z位L~

ノ Jレ 本 コ三t宮-. ノ 衣リ 成 託 τ2 言巳 倣 母

セ 改 疋ιιT， Jぺ：＼~ 母 京日 シ 分 フ 日 幸四 J、

ν 1ご1ユt九二 石 ノ キ / 銀 集 イ 相b ナ 黒



ジ 石 ヲ 克u三, ノレ ヰ三 戸 1aV1 キ ス 石 メ

キ寺 英 呈 石 数 山 ヲ 黒 Fレ 英 タ

一 J、 ;7.. 
J、

多 他 地 挟 色 エE 片 ノレ、
山 略 主 ノ J、 秘： コrr者？ ノ 正H五r 司と

中 等 薄数＃fl!I ス ヲ 陪 J、 一 ノ

一ノ 粒 石 屠 米 及 Jレ 持己 白 日汗 ナ

ごE 英 ア 乃 台

上，r 毛 干丁 色 白 )} 

ノ 三／ ヨ リ ~ 八ヤ石 シ ヲ 色 ；石

一 テ リ F壬 tx 木ド英 ，谷-.--:_,. 呈 ヲ 英
著 LU 成 戸 -i- 山 ごヲ 易 手／ 呈

片中 ヲ LIJ 71~ 111~ 王
「、

シ チ シ、
互μ玉"' ク ノ 黒 日也 ノ ー『 去り ャ細

黒 司壬 τ~·、J－ f'¥lt 主主 ス 離 キ立
仁実・

ノ 母 議暦 Jレ コぇ 一=・: しー

母 最 白 ；圭 ヲ y ノレ ノ 三／

J、
ごを 三＇￥こEず子 ス 成 段 ！卦 司と 主日 ア

両首 大 母 Jレ 三／ 戸 ノ キ 一
言巴 キ 寄｝ 司王 f占I 山 ノ 及 外 粍
ノ ク 長 ノ 仁二1＇三子 f也 境 双在E 乃

架ー

、

一 石 ノ、 同 一 界 色 ヲ 至
色 般 及 若 片 於剣 ヲ 有 五
~I子 ーー 柘 シ 疋rL王' ケ ？~ 呈 ジ 事長 、

里 オ沼 ク 三干 ノレ タ ジ 主． ノ

多 ヨ￥＇τ;p主 石 摺 ク ご巳 フ 前 厚

主主 母 ヲ 曲 J、 ノ サ 者 要守 サ

ノ p白、’
ス

控・-・ ノ、 Jレ τ七！£’ ヲ

集 微 有 質 数 之ま｝ユ 比 母 有
ノL君、』 品 ジ キ古 百． ノ 宇〆 ヨ 主主、

五
シ 及 司E 本反 オミ キH リ Jレ

プ ザ、 ;?} ノ ア 粒 成 黒
；；~； ・ 被 イ 中 再L リ Jレ 色

一 抱 1ソ 一 層 ア ジ 極 1,11子

~ ヲ ク 挟 ヲ ヲミ プ メ ヲ
ι一ー

衣リ 包 構 在 ナ 々 型ー プ 挟

コに 褒 1ミ盟L二l セ ス 段 色 薄 有



4反 ヲ ~i イ，zi 石 之

就 っ，f'} ナ 五七 ヨ ヲ

キ 中 コぇ Ji・ z”z ’ 要

プ’ 一 ご号 J、 ~必 ，，、 ス、
見 釦E 多 中出 質 t8 Jレ

1ノ 主士 ク 板 シ 板
E，、 J、 ！包！］ι タ L”（.1 ’ ・L<
7事 挟 重文 中 Pレ ノ 母

ロ 1:F. 米 ーー ごε 難 H .. 
砂 フ、 ノ i泊 ノ 質 :.{ E王, 

質 ノレ 議 ！廷 ナ べ工 及

ノ =i:: 層 Jレ Jレ も量

キ占 ノ 一 挟 ，、、 秘 質

板 ア シ 在 ク 質 中市

;;-; リ プ シ R 三 粘 版

而 牛·~＇ 其 等 板 ：／i
栴 三J 主主 キ占 -:r.- ノ、

ス プ イ沙 多 板 若京市

2レ 三＂＇＜，巧: 岩 キ 岩 ク 板

ヲ キ占 ノ 民喜 砂 J 、 χB 玉,, 

千守 板 女11 J、 疋H王, 、 ー・ι可Z
ヨ

，、、 ~主3ι キ 互 制： 母 リ

ミJ ノ、 ノ、 層 岩 J1 雄
～ -'7 一 ミ／ i:f.:i イJ!lt 質
ヲ 糎 時 キ占 ヨ

繕 J;J. 板 リ J伏
斤』！.I 下 一数 岩 右 砂

キ占 ノ 百 両定宮lC. 英 τι’・1・ 

板 市j 米 .:£, J1 ノ、

;{'} 層 官主 岩砂

ノ ヲ 辻： ク J、 .＜玉·• 

1£ ナ ス 議 .fi:n ヨ

分 シ Jレ ifil 長；， リ

事長 プ ）豆 シ 及 {ti~ 

ヰタ 車内 層 砂 砂線

山 以 ヲ

事華 地 上 ノ~

13: ノ ノ ジ、
シ ごを 女日 特

·~ ノ ク 一
Jレ ノ、 山 ilJ 
モ 長 中

ノ 石 ノ ノ

、 及 モ 司壬

女日 ー＇.fl司 ノ ノ

ミJ ；，＿ず
J、 一

f H 最 2‘ ~ 
モ v 

富 若：
、、、 シ、
1蕊 ク

ロ 毛選
.{ii: 質

質 ミ／

ノ 他

砂 J、

:1} 1達
ヨ 質

ノ

他 祥
ノ、 度

夫 ｛医
”三v子’r キ

エモ

二～ラ ノ

シ

キ シ

H ア、
X』z玉, L苛A1-

ヨ 戸

柘 在

4情 ミ／、
干［ 粒’
J 、 井犬

本立 ヲ

;1犬 呈
一 ミ／

ミ／ 多

ブ ク

rmi ＿，・、
「

;1犬 73 

十i昨 オ

jL’＇i: リ

ヲ シ

ナ 或
フ、 J、

ごモ 絹

ノ τ仁Z『g
ア 母

リ 一
プ 韓

砂！ f七
'lJ 三J

主主
濯、 戸

質 山

ノ 地

封i ノ

果 モ

ノ

シ

;t 荷Eヨ量C

Jレ 司と

二， 多

ト シ、

ノレ

司E

ノ

及

石

英

’~11~ 
中

散

在

S/ 

/ 

不

規

見リ

排

穿リ

ス

Jレ

=E 

ノ

ア

リ

斜

長

石
J、

石

英

；~昏

一
散

ム，、



f 

ーー 度 花 並 i・丘g三 其 ジ 国 恐 三主Ji＇ζ－ 奈十 南至 旦三£＇主－ 

前

ヲ 漸 闘 :ff ヲ 車占 プ ＿，、
7 母 屠 4ヒ 西 母

｜胡
減 若 三〆 生 キ反 ti¥土 fill ク 片 主 ーー 北 片
ス 蹴 ジ ！’·~てZ.. ケ 々 古 z;・ 東 走 西 岩

当

、 ， 、

断 Jレ ノ 攻 石 一 j号 ア 生 ノ、 倶リ Jレ 一 ノ、 ' 

セ 司王 接 中 英 法で 4・、、 Jレ 代 従 一一 甑一 五 筈

間 'L' 制a 角萄 キ占 来． 於 暦 十
ぞす

フ ノ キ へ
岳

v 、 面i ーー 長 ス ノ、 キ キ反 傾 プ 度 山、

或 女日 一一 近 石 yレ 三＂＂巧; モ
、

｛戸~~ ~＇＜ ＝・ 略 ヨ 乃 北 日

ノ、 ミノ 1官 ツ ノ、 守’ キ古 未 層 東 リ 至 ノ

主： 然 ヒ ケ 破 花 キ反 !;< ノ z王I 西 プ 七 -1:: 

後 v ア J 、 ii'(i 間 *;- 之 濯 一 匂j 十 ノ

ノ 最 正 セ X手Z：，~ 層 ヲ 質 辛／ 走 断ー 度 J 、

確 最
、

噴 弓E 弓三 規 プ ノ、 ヲ セ プ Jレ セ ヰヒ
1仕i其 著 ノ Jレ 主主 1己． シ 時＝ 背 フ 大東

一 遜 シ 才七 、 十妾 キ 三／ 司王 代 斜 v A ヨ
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Magnetite Sand of Ono・murain the Prefecture of Iwate. 

BY 

Yozo OKAMURA, Geologist. 

Pisolite企omthe Taisho Cave in the Prefecture of Yamaguchi. 

BY 

TscTOMU 0GuRA, Geologist. 

On the Mica-Schist of the Danto・sanDistrict in the 

Prefecture of Aichi. 

BY 

KrYOHIKO IsHrr, Geologist. 

On the Mogami Hot Spring in the Prefecture of Yamagata. 

BY 

YosnrnosuKr Cr-uTANI, Gcologisも．

The Mogami Hot Spring is situated at Y ahaim in the village of 

Yamuki, Mogami-County, Yamagata Prefecture, about two miles south 

of Tsuya on the Riku-u Lille. 

Geologically the region belongs to the Tertiary, awl corn雪isお ofsili-

E舟OU自白haleand blacl王shalein the lo羽＇Cl'l下ed,gr乱y宙halean正1sandy白hal

in the middle, and &'lndstone in the upper. An anticline runs from 

north to south and plunges north near the spring where the gray shale 

occui s. On出ee回bflank of the anticline, the inclination of the strata 

is about 20°, and on the w田t,about 60". 

In July, 1914, with the hope of finding oil on the anticline, a well 



。

W拙 clrillerlaccording. to the αible method by the Nippon Oil Co. At a 

(lepth of 307.3 meters, a hot saline spring with natural g剖 gushedfrom 

a sandstone layer in the black shale of the lower bed. Though gas and 

oil indications were often found at di品rentdepths, the well, owing to 

bad drilling conditions, was abandoned itfter it had reached a depth of 

9α） meters. 

The hot saline spring ha弓atemperature of 104 deg1明 SF. 出veral

bitthiug houses have been built near the derrick and the place is now 

mlled the Mogami Onsen or Mogami HoもSpring.

After April, 1919, however, the hot spring gradually degenerated 

and the恥woα制 iouallystopped. In De伺 mher1920, though the spring 

yielded to the pump about 200 bbls. of ho主waterin about half an hour, 

it again stopped after three days and never recovered its former flow. 

On the剖 sumptionof a gradual仏ilurein the pressure of the natural 

g前出凶ngwith the hot water, a ca泊ig4¥ inches in diameter w拙 sunk

within the former 6} inch佃 singand the flow w制 againrestored. 
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